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1.緒 言

黄 環iPhellodendronamurenseRuprechtは 本 州,北 海 道,中 国 北 部,朝 鮮 お よび ウス

リー,ア ム ール に亘 って 湿 潤 の土 地 に 自生 す るヘ ンル ー ダ科 の落 葉 喬 木 で あ る.樹 皮 の外

部 は厚 い コル ク質 で,そ の 内 側 に 黄 色 の 皮 部 が あ り黄膚(キ ハ ダ)の 名 が あ る.こ の 皮 部

の粉 末 は漢 薬 で あ り俗 に 黄 柏(お うば く)と 称 して 苦 味 健 胃薬 とす る.キ ハ ダ の 粉 末 を煎

じた 汁 を煮 つ め た カ ラ メル は 古 風 の 胃薬 「陀 羅 尼 助 」 で あ り,ダ ラス ケ と呼 ぶ.キ ハ ダ の

黄 色 々素 は水 溶 性 で,繊 維 や 皮 類 を よ く染 め るか ら古 来 よ り天 然 黄 色 染料 と して 賞 用 され

て い る.

この 黄 色 色 素1)は1878年Martin,Squire両 氏 に よ って,西 洋 の メ ギ科Berberidaceae

に属 す るBerberisvulgaYisL.に 存 在 す る ベ ベ ル リンberberineで あ る ことが 認 め られ,

Perkin,Hummel氏 らが ベ ル ベ リン の構 造 を決 定 した。 ベ ル ベ リンは イ ソキ ノ リン系 の植

物 塩 基 に 属 す る化合 物 で あ り1911年Pictetら は この合 成 を成 し遂 げ た.

ベ ル ベ リンを含 有 す る植 物 は多 科 多種 に見 られ,命 名 の 由 来 す るBerberisvulgarisL.

は 古 くか ら欧 州 や英 国 で は,こ の 低 木 の 茎 か ら染 料 を 抽 出 し て い る.わ が 国 の メ ギ

・8erberisthunbergiUC.も 茎 の煎 汁 を健 胃薬 と し眼炎 の 洗薬 に な るの で この 名 が あ る.キ

ンボ ウケ科 の黄 蓮(オ ウ レ ン)CoptisjaponicaMakinoも 茎 部 は鮮 黄 色 を呈 し,苦 味 健 胃

薬 とな りベ ル ベ リンを含 有 す る.オ ウ レ ンは キハ ダ に 先 が け て 古 代 染 色2)に 用 い られ て い

た と い う.印 度 に お け る 黄色 染 に は ミカ ン科Rutaceaeの 低 木 で ヒマ ラヤ 山 地 に は び こる

ToddaliaaculeatarPers.が 著 名 で あ りPerkinの 研 究 でberberineを 含 む こと が判 明

して い る.

以 上 のberberine含 有 植 物 のoriginの 多 種 と分 布 か らキハ ダ 染 は 日本,中 国 お よび

朝 鮮 の三 国 共 通 の もの で あ り,わ が 国 へ は,製 紙 技 術 と と もに染 色 法 も大 陸 か ら伝 え られ

た と瓜 わ れ る.そ の 事 は キハ ダ の 殺 虫 性 を も,あ わ せ て 利 用 した 奈 良 朝 天 平 年 間 の 写 経 紙

の キ ハ ダ 染 の 記 録3)と 正 倉 院 に 保 存 され た 遺 宝 に よ って 明 らか で あ る.

刈 米 達 夫 ・北 村 四 郎 の 著 書4)に よ る とキハ ダ の 項 に 「成 分 はberberilie(0.6%),palma-

tine,phellodendrine,Inagrloflorine(以 一ピア ル カ ロイ ド)・obakulactone,obakunone,

dictamnolide(1¥」 上 一}tfl1:味質)・ 粘 質 物7-8% .粘 質 物 は 主 と して リノ ール 酸 の フ ィ トス テ
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ロ ー ル エス テル か ら成 り,生 薬 の 粉 末 に 水 を 加 え れ ば 粘 液 状 とな る.ベ ル ベ リンお よ びパ

ル マ チ ン は水 に可 溶 で あ るが,塩 酸,ヨ ー ド水 素 酸 な どを 加 え れ ば 第 四 級 水 酸 基 が 置 換 して

水 に難 溶 の塩 化 物,ヨ ウ化 物 を 生 ず る.ゆ え に 生 薬 を 薄 い 塩 酸 で 温 浸 し,浸 液 を 冷 却 す れ

ば 粗 製 の塩 化 ベ ル ベ リンを 析 出 す る.こ れ を製 剤 に応 用 す る.ま た,ヨ ウ化 物 は 水 に 最 も難

溶 で あ る ため に,生 薬 中 の ベ ル ベ リンの定 量 に応 用 され る。」 と記 載 され て い る.こ れ に よ

って,キ ハ ダ 染 は キハ ダ の 熱 水 抽 出 液 を 染 液 とす る の で あ る か らベ ル ベ リン,パ ル マ チ ン

お よび リノ ール 酸 誘 導 体 が 染 色 に関 与す る こと に な る.Perkins'はbarberry(Berberis

vulgaris)に よ る染 色 につ いて 絹,ウ ール は直 接 に染 ま る が,木 綿 に は タ ンニ ンア ンチ モ

ニ イ媒 染 剤 が 必 要 で あ る と述 べ て い る.キ ハ ダ は 木 綿 も媒 染剤 な しに 染 め る の で あ って,

これ に はbarberryに 欠 け て い る木 綿 繊 維 に親 和 性 の あ る物 質 が存 在 す る こと を示 唆 して

い る.東 西 の 古 代 染 色 に は成 分 差 に よ る色 相 の 差 異 と媒 染 剤 の有 無 が化 学 的研 究 の興 味 あ

る テ ーマ とな る.著 者 は東 西 の ア カ ネ染 の色 相 の 差異 は ア ン トラキ ノ ンの二 つ の水 酸 基 置

換 体 の 隣 接 す る成 分 の 差 異 とい う実験 結 果5》を得 て い る が,こ の場 合 は粘 質 物 が因 子 と 予

想 され る.ダ ラニ ス ケ の カ ラメ ル に は苦 味 の底 に,か す か に糖 臭 が あ り,キ ハ ダ の水 溶 液

の触 感 に粘 質 物 の 主 成分 は 水溶 性 多糖 類 で あ る,と 直 感 した.

Kohlenhydratechemielま 荒木 長次 先 生 門下 の 著 者 の一 人(新 井)に と ってLieblings-

gebietで あ る.古 代 染 色 法 の 学 理 の 解 明 は 染 色 関与 因 子 の探 究 で あ る と の立 場 か ら,古

代 染 色 の追 跡 とあ わせ て本 研 究 を行 な った.

2.実 験

2.1材 料

2.1.1試 験 布

Bombyx属 の家 蚕 絹 糸 を用 いて 織 っ た 白色 の晒 し絹 布 を用 いた.木 綿 は天 竺 もめ ん を絹

と併 用 した.

2.1.2試 験 紙

丹 波 黒 谷 楮 紙 と因 州 産 雁 皮 紙 を 用 い た.

2.1.3キ ハ ダ

本 州産 の キハ ダ(水 分 一11,94%,灰 分 一3.91%,メ タノ ール 可 溶 分=19.9%)を 細砕

して用 い た.

2.2キ ハ ダ 水溶 性成 分 の 分離

2.2.1キ ハ ダ 水溶 成 分 の抽 出:キ ハ ダ 風 乾 粉 末10.Ogを,容 量500mlの 丸 底 フ ラス コに

入 れ,200mlの 蒸 溜 水 を加 え,デ イ ム ロ ー冷 却 器 を付 け て,湯 浴 上 に1時 間 加 熱 し,放 冷

後,溶 出液 と残 渣 を分 け,残 渣 は再 び100mlの 蒸 溜 水 を 以 て 同 様 に 加 熱 抽 出 す る こ と2回

の 後,抽 出 液 を合 わせ て減 圧 下40。Cで 濃縮 し約%量80mlと し300m1の ビー カ ー に移 し,

か き まぜ な が ら酒 精 を沈 澱 が生 じな くまで 加 え る.沈 澱 を遠 心 分 離(1分 間3500回 転)に

よ って 上澄 液 と分 か つ.

2.2.2黄 色 々 素 の単 離:2.2.1で 得 たU液 は黄 褐 色 を呈 し 苦 味 が あ る.こ の 液 を 減圧 下

に 濃縮 しシ ラッ プ(2.39)と し,こ れ に5N一 硫 酸30m1を10m1つ つ3回 加 え 温 浴(500C)

に浸 しな が ら可 溶 分 を抽 出す る.放 冷 す る と植 物 塩 基 の 硫 酸 塩 結 晶 が 表 面 よ り 生 じ て く

る.5N一 苛 性 ソ ーダ 液 を徐 々に,か き まぜ な が ら加 え 中 和 し放 冷後,液 を 弱 ア ル カ リ性 に

(苛 性 ソー ダ1～2滴)す る.こ の液 を分 液 漏 斗 に移 し,エ ー テ ル50mlを も って3回 振

り,エ ー テ ル層 を集 め 無 水 炭 酸 加 里 を入 れ て 脱 水 す る.24時 間後 工 一テ ル溶 液 を 減圧 下 に

'糊噺
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濃 縮 し生 じた 黄 色 結 晶 を グ ラス フイ ル タ ー上 に 集 め た.

粗 結 晶 収 量 一〇.359

2.2.3黄 色 々素 の再 結 晶:上 記 の 粗結 晶 を 再 び エ ー テル:ア セ トン混 液1:1に 溶 か し黄

色 微 針 状 結 晶 を得 た.

再 結 晶 収 量=0.139,融 点 一143◎C

2.2.4黄 色 々 素 のペ ーパ ー ク ロマ トグ ラ フ ィ ニ試 料 と して2.2.1で 得 た ア ル コ ール 溶 液,

2.2.2の エ ー テル 不 溶 残 渣 お よび2.23の 再 結 品 品 を え らび,ア ル コ ー/V溶 液 は そ の ま ま

微 量 を毛 細 管 に 採 り,他 は 水 溶 液 を 毛 細 管 に 吸 引 させ て,東 洋3紙No.51の20×40cmの

原 点 にス ポ ッ トして,上 昇 法 に よ って 一 次元 ク ロマ トグ ラ フ ィを行 な った.展 開剤 は,n一

ブ タノ ール ー 酢 酸 一 水(4:1:2)27～2goC,20時 間 で あ る.イ ソ キノ リン系 の植 物 塩 基

は黄 色 を呈 す る ので,呈 色 剤 にか け る前 に分 離 の状 態 が観 察 で き る利 点 が あ る.呈 色 剤61

と してSbCl3-CHCI3飽 和 溶 液 を用 い た.そ の結

果 第1図 の ペ ーパ ー ク ロ マ トグ ラム を得 た.Rf

値 と発色 区別 を第1表 に示 す.

キハ ダ水 溶 液 の塩 基 はRfO.85,RfO.80お よ

び 微 量 のRfO.70を 示 す3物 質 で あ り,そ れ ら

は エ ーテ ル に よ る溶 解 度 の 差 に よ り分 離 され て い

る.RfO.85の 結 晶 は ベ ル リンで あ る.

試

第1表Rf値 と発色に よる区別

第1図 黄 色 色 素 のペ ーパ ー

ク ロマ トグ ラム

斗*

キハ ダ ・アル コー ル溶 液
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SbCl3-CHC13
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2.2.5ア ル コ ー ル不 溶 沈澱(粘 質 物):2.2.1で 得 られ た ア ル コ ール 不 溶 沈 澱 は灰 色 で あ

る.99%ア ル コ ール つ い で エ ーテ ル に て 沈 澱 を洗 浄 し固 く絞 って 真 空 乾燥 器 中で シ リカゲ

ル 上 で 吸 引乾燥 した.

灰 色 粉 末 収 量=0.899

上 の灰 色 粉 末0.509を50mlの 熱 湯 に 溶 か し,骨 炭 小 量 を加 え て ヌ ツ チ エ を用 いて 清 澄

沖 液 と した 後,20mlに 減 圧 下 に 濃 縮 し倍 量 の アル コール をか くはん しつ つ 加 え 白色 の沈

澱 を得 て ガ ラス フイ ル タ ー上 に移 し無 水 アル コ ール,つ いで エ ー テル で 洗 浄 し真 空 乾燥 に

よ り粘 質 物 を精 製 した 。

白色 粘 質 物 収 量 一〇.319

2.2.6白 色粘 質 物 の加 水 分 解:上 記 自色 粘 質 物30mgを 採 り,容 量25mlの ナス 型 コル

ベ ンに入 れ,1N一 硫 酸2mlを 加 え,デ イ ム ロ ー冷 却 器 を付 けて,湯 浴 上 に1時 間 加 熱 し

た.放 冷 後,冷 却 器 を取 り去 って,コ ル ベ ンの 内容 液 を100mlの ビ ーカ に移 し,炭 酸 バ

リウ ムで 液 を 中和 し,硫 酸 バ リウ ム の 白色 沈 澱 をU別 して,U液 を洗 瀞 液 と共 に減 圧 濃 縮
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して淡 黄 色 の水 解 シ ラ ップ を得 た.

収 量=22mg.

この水 解 シ ラ ップ は甘 く,フ エ ー リン グ溶 液 を直 ち に還 元 し,オ ル シ ン反 応 は顕 著 で あ

る.

2.2.7粘 質 物 水 解 シ ラ ップ のペ ーパ ー ク ロマ トグ ラ フ ィ7,

毛 細管 の 先端 を水 解 シ ラ ップ に突 き 刺 し,微 量 を採 り,次 い で ガ ラス 板 上 の水 滴 に触 れ,

水 解 シ ラ ップ を水 溶 液 と した.こ れ を試 料 と し,東 洋 ろ 紙No.51の25×40cmの 原 点 にス

ポ ッ トした.対 照 試 料 と して,ブ ドウ糖,果 糖,マ ル トース,キ シ ロ ース お よび ア ラ ビノ

ース を そ れ ぞ れ微 量(5ア)水 溶 液 と して 原 点 に並 べ て ス ポ ッ トした .展 開液 はn一 ブ タノ

ルー 酢 酸一 水(4:1:2),上 昇 法 に よ り25。Cで30時 間行 な っ た.呈 色剤 は0ア ミノ フ

エ ノ ー ル燐 酸 一 ア ル コー ル液 で あ る.第2図 のペ ーパ ー ク ロマ トグ ラ ム を得 た.

そ れ らのRf値 と発 色 に よ る 区別 を第2表 に示

す.

この結 果 は粘 質 物 水解 物 はペ ン トース で あ る こ

と を示 して い る.

策2図 粘質物水解 シラップのペーパー
クロマ トグ ラム

2.3染 色 実 験 〔布 〕

2.3.1

洗 い風 乾 して 用 い た.

2.3.2

第2表Rf値 と発色に よる区別
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試験布の水洗:絹 および木綿は沸騰蒸溜水中に5分 間浸し糊を去り,蒸 溜水中で

染 色 条 件染 液 の 調 製:500mlの ビー カ に200mlの 湯(980C)を 入 れ 沸 と う水 浴 中

に浸 した後,キ ハ ダ109を 木 綿 袋(7×10cm)に 入 れ 紐 で 口 を結 ん で ビーカ 中 に浸 し,10分

間漬 けて 黄 色 素 を抽 出 させ それ を染 液 と した.毎 回 同 様 に浸 出液 を得 て4回 使 用 し,5回

目の染 色 か らキハ ダ を更 新 した.

染 色:染 液100mlづ っ を250mlの ビ ーカ に 移 し,98～100。Cの 湯 浴 中 に 浸 し,絹 布 お

よ び綿 布 を そ れ ぞれ10min・ 液 中 に漬 け て 後,10分 間 放 冷 して ビ ーカ よ り取 出 し,水 中 に

3秒 す す いで か ら紋 って 風 乾 した.1回 染 色 毎 に測 定 用 のstripを 切 放 つ こ と は既 報8)の

実験 と 同 じで あ る.

2.3.3染 色布 の色 変 化

2.3.2で 得 た染 色 の各 段 階 の資 料 につ い て,島 津 製 光 竃 色 彩 計 に よ って,可 視 部 の 反 射

率 曲線 を求 め,Digita1計 算表 示 装 置 で色 の三 刺激 値X,Y,Zを 計 算 した.

2.3.4絹 の キハ ダ 染 布 の反 射 率 曲線 と 測色 値
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各 段 階 の染 布 の 中か ら1回,3回,5回,10回 お よび20回 処 理 の結 果 を第3図 に示 す .

0

0

に
」

」4

反

射

率

(%
)

38048058UG8U7UU
波 長(㎜)

第3図 キハダ染 絹布 の反射率曲線

測 色 値 は文 献 記 載9)の 如 くX,Y,Zの 比 率x,y,zの 和 が1と な る のでx,yを 川 い

てC・1・E色 度 座 標 に よ って λdお よ びP。(%)を 求 め た .こ れ を第3表 に 示 す.

第3表 キ ハ ダ 染 絹 布

絹布染色
回 数

噌
⊥

り
O

rO

(
)

0

1⊥

9
自

x Y Z X y λd P。(00)

47.850.5

36.938.5

31.1532.4

25.526.25

16.0515.8

16.610.4160

10.910.4276

9.8fO.4247

8.0510.4264

5.0510.4350

0.4395

0.4461

0.4417

0.4389

0.4282

575.OC

576.OC

576.OC

577.OC

579.OC

61.3

66.0

64.3

64.5

63.6
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染 色1回 で主 波 長(λd)が575nmと な り黄 色 鮮 や か な 色調 を 得 る・3回 と5回 は ほ ぼ

同 じで 色彩 は最 高 に達 す る.(P。 大)

2.3.5木 綿のキハダ染布の反射率曲線と測色値

100

90

80

70

GO

反

射50

率

°04U

u

30

ユ0

15

10

380 480580

波 長IIIII)

第4図 キ ハ ダ染 綿 布 の 反 射率 曲線

第4表 キ ハ ダ 染 綿 布

YZ-XY

10

15

680700

綿布染色
回 数

i

2

3

じD

O1

x

15

61.964.248.9

56.4

53.9

48.4

46.6

・ ・

57.3

50.3

49.2

40.543.1

35.5

32.2

28.5

2s.i

0.35370.3669

0.37190.3940

0.3760

0.3805

o.376i

O.386521.2

!-一

0.3997

0.3954

0.3971

0.4113

λ"P。(%)

575.OC

574.OC

574.OC

575.5C

574.5C

574.5C

25.1

37.5

…

39.6

39.4

45.7



新井 ・高 沢:古 代染色の化学 的研究 第3報7

各 段 階 の 染 布 の 中 か ら1回,2回,3回,5回,10回 お よび15回 の 処 理 の 結 果 を第4図

に 示 し,下 段 に測 色値 を第4表 に 示 す.

第4図 に よ る と 回 を重 ね る ご と に色 素 の吸 収 は増 して い る.第4表 に λdは ほ ぼ1定 し

て いて 濃 度 が増 し(Y値 小)色 も冴 え て く る.

2.4キ ハ ダ染 に お け る媒 染 剤 の 効 果

2.4.1染 色 と媒 染条 件

500mlの ビー カ に600Cの 温 水200mlを 入 れ,黄 蘂109を 木 綿 袋 に収 め た も の を漬 け,

60。Cの 湯 浴 中 に ビ ーカ を保 ち30分 間,色 素 を抽 出す る.木 綿 袋 を取 り去 り,そ の抽 出液

に 絹 お よ び 木 綿 を入 れ そ れ ぞ れ(10×10cm)30分 間 染 色 す る.染 色 後,5×5cmの 布4

枚 つ つ に 切 断 し,1枚 は3秒 間水 洗 して風 乾 し,3枚 分 はAlum2%液,Snc122°0液 お よ

びSbcl32%液 に そ れ ぞ れ5分 間 浸 した後,無 媒 染 の布 と同様 に 水洗 し風 乾 す る.

2.4.2絹 の キ ハ ダ 染媒 染 布 の 反 射 率 曲 線 と 測 色 値

4枚 の染 布 の反 射 率 曲線 図 を第5図 に,測 色 値 を第5表 に示 す.

反

射

率

(
%
)

AI,無 媒染

:1 480580
波 長(nm)

第5図 キハダ染絹 布(媒 染)の 反刎率曲線

b

n

S
(b

染
1
媒
A
無

680700
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第5表

経染銘XY

な し

Al

Sn

Sb

良 大 学 紀 要 第2号

キ ハ ダ 染 絹 布(媒 染)

　
Zxy

41.241.310.9

40.339.111.5

42.239.810.9

42.540.412.1

0.44210.4432

0.44330.4301

0.45430.4284

0.44710.4255

λdP。(%)

578.OC69.5

580.OC66.4

581.OC68.7

580.5C65.7

第5図 の 各 染 布 の 曲 線 は600nm付 近 で1本 に な り交錯 して い る.そ の 少 し前 の 黄 色 部

に お いてSnが 最 も深 いHueの 位 置 を 占 めて い る.第5表 の測 色 値 に よ って 主 波 長581

nmを 示 して い る.PeもAl,Sbよ り大 で あ る.

2.4.3木 綿 の キハ ダ 染 媒 染 布 の反 射 率 曲線 と測 色 値

そ れ ぞ れ の染 布 の 反 射 率 曲 線 を第6図 に,同 じ く測 色 値 を 第6表 に 示 す.

反

身

↓
T

.一.

)

380

n
b
l

S
S
A

無媒染

480580680700
波 長(nm)

第6図 キハ ダ染 綿 布(媒 染)の 反 射率 曲線
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第6表 キ ハ ダ 染 綿 布(媒 染)

XYZ

57.761.832.4

67.070.154.55

69.773.355.05

67.269.4553.65

X

O.3799

0.3496

0.35i9

0.3531

y

0.4068

0.3658

0.3701

0.3650

λd

574.OL

574.OC

573.OC

576.OC

Pe(ib)

42.7

23.5

25.7

24.7

9

第6図 の最下段にある無媒染のものが第6表 でY値 最小でPe値 大きく媒 染効果は少

な い様 に見 られ るが,媒 染剤 の三 者 の うちSbのY値 が や や低 い.

2.5染 色 実 験 〔和 紙 〕

2.5.1染 色 の 条 件

2.4.1に よ って 得 た染 液 を直 径12cmの ペ トリ皿4枚 に20m1つ つ 分 注 し25・Cに お い

反

射

率

(%
)

:1 480580

波 長(nm)

第7図 楮 キハ ダ染 紙 の 反 射 率 曲線

Sn

Al
Sb,無 媒染

680700
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て,5×5cmの 同 種 類 の 和 紙 片 を 浸 し染 め に す る.ピ ンセ ッ トに て写 真 現象 印 画 紙 を取 扱

う様 に,気 泡 の付 着 しな い様 に注 意 し,ペ ト リ皿 を動 か し,紙 を時 々裏 返 して ム ラ染 を 防 ぐ.

浸 し染 め30分 間 の 後 に3枚 を そ れ ぞ れ2.4.1の 媒 染 液 に5分 間浸 し,再 び各 々 の元 のべ ト

リ皿 に移 して,さ らに30分 間 染 液 に漬 け た.無 媒染 の もの は 浸 し染 の時 間 を 同 一 に した.

そ れ ぞ れ 水 洗槽 を 別 に して 水 洗 後,風 乾 した.

2.5.2楮 キハ ダ 染 色 紙 の 反 射 率 曲線 と測 色 値

2.5.1の 処 理 に よ って得 た楮(こ うぞ)の 染 色 紙 の反 射 率 曲線 を第7図 に,測 色 値 を第

7表 に 示 す.

の
類

染

「

媒
亜

し

組

な

Sn

Sb

x Y

第7表1't7キ ハ グ

Z

52.154.8524.35

49.951.3521.5

53.054.514.8

49.150.521.2

X

染 紙

Y

0.39680.4177

0.40650.4183

0.43370.4456

0.40650.4180

λd

575.OC

P。(00)

50.6

576.5C53.7

577.OC67.9

576.5C53.7

4紙 とも黄色素をよく吸着 しており,媒 染効果 も第7図 の反射率曲線によって も認めら

れ色調はSbの ものが第7表 か らY値 の小さいことか ら最も濃いことが判明する.

2.5.3雁 皮キハダ染色紙の反射率曲線と測色値

雁皮(が んぴ)紙 の浸 し染め処理の反射率曲線図を第8図 に,そ の測色値を第8表 に示

す.

第8図 の反射率曲線は第7図 と似ており,Snは 短波長において下段にあるが,500nm

においてSbと 交替する.こ のことは黄色帯に至って色相の深いことを意味している.

第8表 雁 皮 キ ハ ダ 染 紙

の
類

し

ユ

染

一

A

媒
穂

な

Sn

Sb

x Y

62.767.8

Z

・ ・

58.661.730.6

63.568.524.1

59.162.732.1

X

2863α

Y

0.3981

0.38830.4089

0.40680.4388

λdP。(%)

573.OC38.5

575.5C46.4

574.OC58.8

0.38400.40781575.OC44.7
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Sn

無媒染
AlS
b

380480580680700
波 長(nm)

第8図 雁皮 キハ ダ染紙 の反射率曲線

3.実 験 結 果 と 考 察

3.1キ ハ ダ 水溶 性 成 分 に つ いて

3.1.1黄 色 植 物 塩 基

HZHZ

,oCH30H2CHZ

。CH3・N-・HH
Z

OCH30CH3

0CH30CH3

BerberinePalmatine

C20HlqO5NC21H2305N

第9図 ベル ベ リン とパ ル マ チ ン

11
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キハ ダ の水 溶 性 成 分 が キハ ダ染 の染 色 関与 因 子 で あ る こ と は論 を ま た な い.水 溶 性 成 分

の うち,黄 色 々 素 と して の植 物 塩 基 ベ ルベ リン を単 離 して 最 大 の染 色 因 子 で あ る こ と を追

認 した.さ らにペ ーパ ー ク ロ マ トグ ラ フ ィに よ ってRfO.80を 与 え る もの が あ る.こ れ

は イ ソキ ノ リン核 を持 つ ベ ルベ リン の近 縁 体 で あ るパ ル マ チ ン と推 定 され る.

3.1.2粘 質 物

キハ ダ水 溶 液 か らア ル コ ー ル に よ って 粘 質 物 を沈 澱 させ た.そ の水 解 物 の性 状 とペ ーパ

ーク ロ マ グ ラ ムか らOriginは ペ ン トーザ ン(pentosan)で あ る こ とを 確 認 した.喬 木 類

の皮 部 か ら単 一 ペ ン トース よ り成 る水 溶 性 多糖 類 が見 出 され た例10)は 希 少 で あ る.Rfが

キ シ ロ ース と ア ラ ビー ノ ース の 中 間 に あ って,Holz-zuckerと 称 せ られ るxyloseの 公 算

が 多 い が,こ れ か らの興 味 あ る課 題 で あ る.

3.2キ ハ ダ 染 に つ いて

3.2.1染 布:キ ハ ダ 染 は絹,木 綿 お よ び 和 紙 に 簡 単 に 結 合 して 最 も容 易 な染 色 で あ る.

キハ ダ は50～600Cで 抽 出 して も色 素 が よ く溶 け 出 し,粘 質 物 を伴 な う.絹 は特 に染 色 の

よ い事 は この実 験 に お いて も 同様 で あ る.木 綿 は絹 に較 べ て 染 着 は お そ く回 を重 ね る方 が

良 い こと が判 明 す る.

3.2.2媒 染 剤 の 効果11)に つ いて:絹 は ス ズ 塩 化 物 を 良 く吸着 して 増 量 に用 い られ るの は

周 知 の事 実で あ る が,媒 染 剤 と して も効 果 が あ り黄 金 色 を 帯 び る.木 綿 は ア ンチ モ ン と親

和 性 が あ る.こ の こと は緒 言 に触 れ て お り,予 想 通 りで あ る.

3.2.3染 紙:楮 が雁 皮 よ り良 く染 まる の は 雁 皮 組 織 中 の ヘ ミーセ ル ロ ース が 繊 維 に 密 に

結 合 して お り,楮 繊 維 に較 べ て 色 素 の吸 着 され るSpaceが 少 な い と解 釈 され る.逆 に,

粘 質 物 と と も に キハ ダ の色 素 は繊 維 の粗 で あ る楮 に良 く吸 着 す る と考 え られ る.

4.総 括

4.1キ ハ ダ 染 の染 着 因子 は主 にベ ル ベ リンで あ り,小 量 成 分 のパ ル マ チ ン も これ に関 与

す る.粘 質 物 はペ ン トーザ ンが 主 成 分 で あ る こ と を確 定 した.こ れ は 新 知 見 で あ る.

4.2キ ハ ダ 染 に は媒 染剤 を 特 に 必 要 と しな い が絹 とSn,木 綿 とSbの 親 和 性 が この 染 色

に も認 め られ た.

終 りに臨み色彩測定に際して機器使用の便宜を与えられました住友化学工業株式会社大

阪製造所色彩研究室 村田幸男先生に厚く御礼を申し上げます.
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Summary

TheWobakuyellowdyeingisthemostancientdyeing.Itsdyeingfactorof

thisdyeingismainlyberyberine,andsmallquantity,palmatineisrelatedtoits

dyeing,too.Thesewaterextractusuallycontainwater-solublepolysaccharide.

Itisnewinventionthatmucilagemainlyconsistsofpentosan.ThisWobaku

yellowdyeingisnotinneedofmordant.Itwasrecognizedthateachaffinity

oftwopairsofsilkandtin,cottonandantimonyexisted,


